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平成24年度　大阪府河川整備審議会　第４回治水専門部会　議事要旨
日　時
：平成25年３月14日（木）18:10～20:05
場　所
：大阪府立男女共同参画・青少年センター(ドーンセンター)５階 視聴覚スタジオ
出席者　：多々納部会長、田中丸委員、中谷委員、堀委員、道奥委員　　計５名　
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
 (1) 大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定について
○石川で１/30程度（1,000m3/s）の流量を計算する際、大和川の水位はどのように設定しているのか。
●大和川での1/30降雨時の水位データを国交省から提供いただき、出発水位として与えている。

○現況と当面20～30年間の整備後での危険度分析に際し、石川の河道断面は両時点で評価する一方、大和川は現況のみで評価しているため、将来河道での出発水位を与えても良いのではと考えられるが。
●現在策定中の大和川河川整備計画では、大阪府域の治水対策は概成しており、大和川の水位は20～30年後においても現況と比較して大きくは変わらないものと考えている。

○資料1-2 P5での支川で河道モデルを設定する必要の説明について、その目的、効果等をもう少し図表でわかりやすく説明すること。
○石川本川の治水目標について、1/30程度（900m3/s）と大和川受入流量1,000m3/sを比較し、後者が事業効率面で優位であることについては確認。
　　○石川本川は、最下流部で計画高水流量1,000m3/s規模とした65ミリ程度対応（1/30）、各支川及び原川は「今後の治水対策の進め方」の設定フローに基づく治水目標を当面の治水目標の部会案とし、審議会に報告することは了承。
 (2) 淀川水系淀川左岸ブロックの当面の治水目標の設定について
○穂谷川の標準断面図にあるような堤防幅の広い箇所でも、破堤すると想定しているのか。
●当該区間は天井川であることや、破堤想定地点の堤防幅の狭い箇所を図示できていないが、氾濫計算上では、計画高水位を上回った時点で破堤することとしている。ただし、このように現況堤防高に比べ計画高水位が堤防高の中位以下に位置する場合の破堤条件については、事務局としても意見が割れている。
○堤防の土質はどういうものか。
●ボーリング調査の結果、主に砂質成分で構成されており、すべりや浸透の評価では、必ずしも安定ではないとの結果を得ている。

○穂谷川の特徴でもある、左岸側の堤内地が低く、天井川であることを断面図・写真等で補足願いたい。
○穂谷川の下流域において、内水浸水は実際に発生しているのか。
●昨年8月の豪雨時においても、内水浸水が発生している。現在、下水道部局では、50mm/h時における内水浸水リスク図の開示に向けて、作業中にある。

○住民にとっては，浸水が内水・外水のいずれが主要因であるのかということは重要ではなく、河川及び下水道部局が連携し、内水と外水を併せた浸水リスクの開示を工夫願いたい。また、河川改修されても、外水による浸水被害は解消または低減するが、内水浸水の低減には寄与しないため、依然として浸水被害エリアが残ることとなる。住民にはこの点誤解を招かないよう明確に伝えてもらいたい。
○穂谷川の流域に関しては、内水対策の必要性が顕著な地域であることから、河川整備計画に、他の流域と比較して、より具体的に内水対策への取り組み姿勢を記述する必要があると考えられる。
○穂谷川の何れの氾濫解析においても、特定のエリアで高い危険度が発生することが分かるが、このような地域に対して、土地利用規制などの施策が必要なのではないか。
○「今後の治水対策の進め方」（平成22年6月）においても、耐水型都市づくり、内水・外水と併せたハザードマップの作成等が示されており、こうした取組みを具体化させていく必要があると考えられる
●「耐水型都市づくり」として、土地利用規制までは進めていないが、市町村建築部局の窓口や、宅建協会等への洪水リスク図の周知を進め、土地利用の誘導を働きかけているところ。機会を見て、耐水型都市づくりや内水リスク開示の状況等、報告させていただく。
○穂谷川流域の特徴から、治水対策の便益に内水浸水も考慮する必要があると思われるため、試行的に、内水・外水も考慮した浸水シミュレーションをすることはできないか。
○寝屋川流域のような内水・外水のハイブリッド解析モデルの構築には1年以上の時間を要すため、実際には困難ではないのか。
●穂谷川では洪水リスクが非常に高く、事業着手に向けて迅速な対応を図りたい考えもあるため、現時点では、どのような検討が可能かは即答できないが、内水考慮モデルの検討は非常に困難と考える。

○穂谷川については80mm程度対応（1/100）、船橋川、藤田川、北川については、現状で府内で目標とすべき治水レベルに達しているとして、当面の治水目標の部会案とし、審議会に報告することは了承。
(1) 大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定について


・石川本川は、最下流部で計画高水流量1,000m3/s規模とした65ミリ程度対応（1/30）、各支川及び原川は「今後の治水対策の進め方」の設定フローに基づく治水目標を当面の治水目標の部会案とし、審議会に報告することは了承。


 (2) 淀川水系淀川左岸ブロックの当面の治水目標の設定について


・穂谷川については80mm程度対応（1/100）、船橋川、藤田川、北川については、現状で府内で目標とすべき治水レベルに達しているとして、当面の治水目標の部会案とし、審議会に報告することは了承。


ということで、。








